
-VIII- -IX-

小小児児医医療療セセンンタターー歴歴代代幹幹部部職職員員

セセンンタターー長長 病病院院長長 副副病病院院長長 事事務務局局長長 看看護護部部長長

1983 荻野淑郞 森　彪 河野三郎 小笠原昭雄 加藤ミチ子

1984 荻野淑郞 森　彪 河野三郎 浜野信雄 加藤ミチ子

1985 荻野淑郞 森　彪 河野三郎 松井雅雄 加藤ミチ子

総総長長 病病院院長長 副副病病院院長長 事事務務局局長長 看看護護部部長長

1986 荻野淑郞 森　彪 河野三郎 松井雅雄 加藤ミチ子

1987 荻野淑郞 森　彪 河野三郎 並木武夫 加藤ミチ子

1988 荻野淑郞 森　彪 河野三郎 並木武夫 加藤ミチ子

1989 荻野淑郞 森　彪 河野三郎 古橋司郎 加藤ミチ子

1990 森　彪 河野三郎 山本圭子、赤司俊二 熊倉　勲 加藤ミチ子

1991 森　彪 河野三郎 山本圭子、赤司俊二 大沢　彰 古橋美智子

1992 森　彪 河野三郎 山本圭子、赤司俊二 関根隆俊 古橋美智子

1993 森　彪 河野三郎 山本圭子、赤司俊二 関根隆俊 古橋美智子

総総長長 副副総総長長 病病院院長長 副副病病院院長長 事事務務局局長長 看看護護部部長長

1994 河野三郎 山本圭子 赤司俊二 関根隆俊 古橋美智子

1995 河野三郎 山本圭子 赤司俊二 城　宏輔 井上岩三 牧　満子

1996 河野三郎 山本圭子 赤司俊二 城　宏輔、佐藤雅人 井上岩三 牧　満子

1997 植田哲夫 山本圭子 赤司俊二 城　宏輔、佐藤雅人、今泉了彦 井上岩三 牧　満子

1998 植田哲夫 山本圭子 赤司俊二 城　宏輔、佐藤雅人、今泉了彦 石田三郎 牧　満子

1999 植田哲夫 山本圭子 赤司俊二 城　宏輔、佐藤雅人、今泉了彦 石田三郎 近藤よし子

2000 植田哲夫 山本圭子 赤司俊二 城　宏輔、佐藤雅人、今泉了彦 深谷榮作 近藤よし子

セセンンタターー長長 参参事事 診診療療局局長長 診診療療局局副副局局長長 事事務務局局長長 看看護護部部長長

2001 植田哲夫 山本圭子 赤司俊二 城　宏輔、佐藤雅人、今泉了彦 深谷榮作 上原敦子

参参事事 病病院院長長 副副病病院院長長 事事務務局局長長 看看護護部部長長

2002 山本圭子 赤司俊二 城　宏輔、佐藤雅人、今泉了彦 北村冨士雄 上原敦子

2003 山本圭子 赤司俊二 城　宏輔、佐藤雅人 北村冨士雄 野中甲子

2004 赤司俊二 城　宏輔、佐藤雅人、野中甲子 渡辺春男 野中甲子（兼）

2005 城　宏輔 佐藤雅人、大野　勉、花田良二、野中甲子 渡辺春男 野中甲子（兼）

2006 城　宏輔 大野　勉、花田良二、中村　譲、野中甲子 陣内　博 野中甲子（兼）

2007 城　宏輔 花田良二、中村　譲、西本　博 陣内　博 柏浦恵子

2008 城　宏輔 花田良二、中村　譲、西本　博 堀越久夫 柏浦恵子

2009 城　宏輔 花田良二、中村　譲、西本　博 堀越久夫 小木曽國子

2010 中村　譲 花田良二、西本　博、大石　勉 堀越久夫 小木曽國子

2011 中村　譲 花田良二、西本　博、大石　勉 北村芳之 小木曽國子

2012 中村　譲 花田良二、西本　博、大石　勉、西ヶ谷正子北村芳之 西ヶ谷正子（兼）

2013 中村　譲 花田良二、西本　博、大石　勉、西ヶ谷正子笠原　実 西ヶ谷正子（兼）

2014 中村　譲 花田良二、小川　潔 笠原　実 黒田京子

2015 岩中　督 花田良二、小川　潔 森　美秀 黒田京子

2016 岩中　督 花田良二、小川　潔、望月　弘 森　美秀 黒田京子

2017 小川　潔 望月　弘、渡邊彰二 阿部　隆 久保良子

2018 小川　潔 望月　弘、渡邊彰二、小熊栄二 阿部　隆 久保良子

2019 小川　潔 望月　弘、渡邊彰二、小熊栄二、黒田京子 加藤　孝之 黒田京子（兼）

埼埼玉玉県県立立小小児児医医療療セセンンタターーのの理理念念  

FFoorr  tthhee  ffuuttuurree,,  ffoorr  tthhee  cchhiillddrreenn  
 

ここどどももたたちちのの未未来来はは私私たたちちのの未未来来  

  

 

埼埼玉玉県県立立小小児児医医療療セセンンタターーのの基基本本方方針針  

１１．．質質がが高高くく、、信信頼頼さされれるる医医療療をを行行いいまますす。。  

                    根根拠拠にに基基づづいいたた高高度度でで専専門門的的なな医医療療をを行行いいまますす。。  

                    地地域域医医療療機機関関ででのの対対応応がが困困難難なな医医療療をを行行いいまますす。。  

                    地地域域がが安安心心ででききるる小小児児救救急急医医療療をを行行いいまますす。。  

                    安安全全性性をを優優先先ししたた医医療療をを行行いいまますす。。  

 

２２．．地地域域ととのの連連携携ののももとと小小児児保保健健、、発発達達支支援援をを推推進進ししまますす。。  

                    子子どどももたたちちのの健健康康増増進進、、病病気気のの予予防防、、早早期期発発見見並並びびにに発発達達支支援援にに取取りり組組みみまますす。。  

                    地地域域のの医医療療、、保保健健ななららびびにに療療育育機機関関へへのの支支援援、、情情報報提提供供をを行行いいまますす。。  

                    小小児児医医療療、、保保健健にに携携わわるるススタタッッフフのの育育成成をを支支援援ししまますす。。  

 

３３．．発発育育、、発発達達ににああわわせせたた良良質質なな環環境境をを提提供供ししまますす。。  

                    子子どどもものの生生活活のの場場ととししててのの良良質質なな医医療療環環境境をを保保障障ししまますす。。  

                    子子どどもものの年年齢齢にに応応じじたた遊遊びびやや教教育育のの機機会会（（病病弱弱特特別別支支援援学学校校のの併併設設））をを確確保保ししまますす。。  

                    ごご家家族族ののたためめのの宿宿泊泊をを援援助助ししまますす。。  

 

４４．．子子どどもものの人人権権をを尊尊重重ししまますす。。  

子子どどもものの権権利利をを平平等等にに尊尊重重ししまますす。。  

十十分分なな情情報報提提供供とと説説明明をを行行いい、、同同意意ののももととのの医医療療をを行行いいまますす。。  

身身体体的的ににもも、、精精神神的的ににもも子子どどももにに負負担担のの少少なないい医医療療をを心心ががけけまますす。。  

入入院院期期間間をを短短縮縮しし、、面面会会時時間間ををででききるるだだけけ多多くくししまますす。。  

個個人人情情報報がが守守らられれるる権権利利、、診診療療内内容容をを知知るる権権利利（（診診療療録録開開示示））、、  

他他のの医医療療機機関関のの意意見見をを求求めめるる権権利利（（セセカカンンドドオオピピニニオオンン））をを保保障障ししまますす。。  


